
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
指
方
立
相
浄
土
批
判
に
対
す
る
二
方
向
の
反
駁

村

上

真

瑞

以
前
、
拙
論
『
釋
淨
土
群
疑
論
の
研
究
』(1)に
お
い
て
、『
大
乘
苑
義
林
章
』
に
お
い
て
、
善
導
の
指
方
立
相
に
対
す
る
批
判
が
展
開
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
浄
土
の
三
界
摂
不
摂
論
を
展
開
し
た
。

で
は
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
の
主
張
を
再
考
し
て
み
よ
う
。
巻
第
七
末
、
佛
土
章
に
よ
る
と
、

第
六
ニ
處
所
ト
者
其
法
性
ノ
土
ハ
卽
眞
如
ノ
理
②

。
無
二
別
ノ
處
所
一
。
自
受
用
ノ
土
ハ
亦
充
ミ
チ
テ
二
法
界
ニ
一
㪅
ニ
無
二
別
ノ
處
一
。
佗
受
用
ノ
土
ハ

佛
地
經
ニ
言
。
超
-二
過
ス
ト
三
界
所
行
之
處
ヲ
一
。
彼
論
ニ
釋
⑩

言
ク
。
非
ガ
二
三
界
ノ
愛
ヲ
所
ニ
二
執
受
ス
ル
一
故
ニ
。
離
タ
ル
ヲ
二
相
應
ト
所
縁
ト
二
縛

随
増
ス
ル
ヲ
一
言
フ
二
超
過
三
界
ト
一
。
故
ニ
是
レ
道
諦
②

善
性
ノ
所
攝
②

。
彼
ニ
有
二
三
釋
一
。
有
義
ハ
各
別
ニ
有
處
ニ
ハ
說
レ
在
ト
二
淨
居
天
上
ニ
一
、
有

處
ニ
ハ
說
ガ
レ
在
ト
二
西
方
等
ニ
一
故
ニ
。
有
義
ハ
同
處
②

。
淨
土
ノ
周
圓
ノ
無
レ
有
㹯
二
邊
際
一
。
遍
ズ
ガ
二
法
界
ニ
一
故
ニ
。
如
實
ノ
義
ハ
者
自
受
用
ノ

土
ハ
周
-二
遍
ス
法
界
ニ
一
。
無
二
處
ト
⑩

不
㹯
⑨

有
。
不
レ
可
三
說
テ
言
二
離
三
界
處
ト
モ
卽
三
界
處
ト
モ
一
。
若
シ
侘
受
用
土
ハ
或
ハ
在
二
色
界
ノ
淨
居
天

上
ニ
一
、
或
ハ
西
方
等
、
處
所
不
定
②

。
法
⑤
ニ
亦
タ
言
。
衆
生
見
二
劫
盡
テ
大
火
ニ
所
ト
⑨

焼
時
、
我
此
土
ハ
安
穩
②

天
人
常
ニ
充
滿
セ
リ
ト
。
十
地
ノ

所
見
ハ
乃
チ
是
レ
報
土
、
地
前
ノ
所
見
ハ
乃
チ
是
レ
化
土
②

。
随
レ
宜
ニ
而
現
ズ
。
何
ゾ
得
ン
ヤ
三
定
テ
レ
方
ヲ
別
⑩

指
㹯
ヲ
二
一
處
ヲ
一
。
欲
⑩
レ
令
ン
ト
三
衆

生
ヲ
⑩

起
サ
二
勝
タ
ル
欣
心
ヲ
一
別
ニ
指
ス
二
處
所
ヲ
一
。
随
テ
二
心
淨
處
ニ
一
卽
淨
土
ノ
處
②

。
化
土
ハ
必
ズ
随
テ
二
三
界
ノ
處
所
ニ
任
テ
レ
物
ニ
化
ス
ル
ニ
⑨

生
ヲ
卽
⑦
現
ズ
ル
ガ
故
ニ
。
古
人
於
テ
レ
此
ニ
種
種
ニ
分
別
ス
。
三
界
之
外
ニ
別
ニ
有
二
處
所
一
以
爲
二
淨
土
ト
一
。
理
必
ズ
不
レ
爾
ラ
。
所
化
ハ
必
ズ
有
二
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⑧
熟
識
在
㹯
一
。
⑧
熟
識
在
ハ
必
ズ
是
レ
三
界
ノ
攝
②

。
何
ゾ
得
ン
ヤ
レ
出
㹯
ヲ
レ
界
ヲ
。
土
非
ハ
二
界
繋
ニ
一
言
レ
超
ト
二
三
界
ヲ
一
。
非
二
處
在
ニ
⑨

別

随
ガ
二
所
化
二
一
故
ニ
。(2
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
法
性
土
は
真
如
の
理
で
あ
り
、
自
受
用
土
は
法
界
に
充
ち
て
い
る
か
ら
、
特
に
決
め
ら
れ
た
場
所
は
な
い
の
で
あ

る
が
、
他
受
用
身
に
つ
い
て
は
、『
佛
地
經
』
に
お
い
て
、
三
界
に
形
成
さ
れ
た
場
所
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
、
と
説
か
れ
る
箇
所
を
引
用
し

て
そ
れ
を
三
方
面
か
ら
解
釈
す
る
が
、
そ
の
中
、「
如
実
の
義
」
と
し
て
、
次
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
十
地
の
菩
薩
が
見
れ
ば
報
土
と
な
り
、

地
前
の
菩
薩
が
見
れ
ば
化
土
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
随
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
浄
土
が
現
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
方
向
を
定
め
て
、
一

つ
の
場
所
を
特
別
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
し
て
、
ま
さ
に
善
導
の
指
方
立
相
に
対
す
る
論
難
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

よ
う
な
指
方
立
相
は
、
衆
生
に
浄
土
へ
の
あ
こ
が
れ
の
心
を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に
、
特
別
に
定
め
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
本
来
は
、
心

の
浄
ら
か
な
状
態
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
土
の
浄
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
凡
夫
の
変
現
す
る
よ
う
な
化
土
は
、
三
界
の
迷
い

の
世
界
の
物
に
心
を
至
し
て
変
現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
三
界
摂
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
古
人(3)は
、
こ
の
三
界
摂
の
浄

土
に
理
屈
を
つ
け
て
、
三
界
の
外
に
特
別
に
あ
る
場
所
だ
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
道
理
に
従
う
な
ら
ば
、
凡
夫
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
た
浄
土

に
は
、
必
ず
清
浄
智
に
転
じ
ら
れ
て
い
な
い
異
熟
識
（
阿
頼
耶
識
）
が
存
在
す
る
。
異
熟
識
が
残
っ
て
い
る
心
は
、
三
界
の
摂
に
他
な
ら
な

い
。
決
し
て
三
界
を
出
過
し
て
い
る
は
い
え
な
い
。
三
界
の
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
か
ら
解
放
さ
れ
て
こ
そ
三
界
を
超
え
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
指
方
立
相
の
よ
う
に
、
浄
土
と
い
う
場
所
が
特
別
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
変
現
さ
れ
た
心
に
随
っ
て
浄
土
は
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
基
は
、
厳
し
く
浄
土
教
の
指
方
立
相
に
対
し
て
論
難
を
加
え
て
い
る
。

概
説
す
る
な
ら
ば
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
で
は
詳
細
に
三
界
不
摂
を
説
明
し
、
前
述
の
基
の
『
大
乘
方
苑
義
林
章
』
の
説
を
否
定
す
る
型
式

を
用
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
と
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
と
の
論
諍
の
一
々
に
つ
い
て
は
、
割
愛
し
て
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
中
の
重
要
な
問
題
を
一
つ
だ
け
と
り
あ
げ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
よ
う
に
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
で
は
、
浄
土
と
は
、
そ
の
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人
の
心
の
浄
ら
か
な
様
子
に
従
っ
て
浄
土
も
浄
ら
か
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
凡
夫
の
変
現
す
る
よ
う
な
化
土
は
三
界
の
迷
い
の
世

界
の
物
に
心
を
執
著
し
て
変
現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
三
界
摂
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
懷
感
は
、
凡

夫
は
物
に
心
を
執
着
す
る
以
外
救
わ
れ
る
道
が
な
い
こ
と
と
、
浄
土
自
身
に
具
わ
る
阿
弥
陀
佛
の
本
願
他
力
の
力
用
と
を
ふ
ま
え
て
、『
大
乘

法
苑
義
林
章
』
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
お
い
て
は
、

託
ス
ル
ヲ
以
二
如
來
ノ
无
漏
ノ
淨
土
ニ
一
雖
下
以
二
有
漏
心
ヲ
一
現
ズ
ト
中
其
淨
土
ヲ
上
而
モ
此
淨
土
ハ
從
テ
二
本
性
相
ノ
土
ニ
一
土
亦
非
レ
バ
二
縁
縛
相
應
縛
ノ

縛
ス
ル
ニ
一
不
ル
㹯
レ
増
二
煩
惱
ヲ
一
如
ク
下
有
漏
心
ノ
縁
ス
レ
⑫
二
滅
道
諦
ヲ
一
煩
惱
不
ル
ガ
⑪

増
、
猶
如
シ
下
觀
ル
ニ
二
日
輪
ヲ
一
損
-中
減
ス
ル
ガ
眼
根
ヲ
上
也
。

故
ニ
非
二
三
界
ニ
一
非
レ
バ
二
三
界
繋
ノ
煩
惱
ノ
増
ス
ル
ニ
一
也
。(4
)

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
如
来
の
無
漏
の
浄
土
に
依
託
し
て
、
有
漏
心
の
浄
土
を
現
ず
る
が
、
し
か
し
凡
夫
の
現
ず
る
浄
土
は
無
漏
の

如
来
の
本
質
、
形
相
を
も
つ
国
土
に
依
拠
し
て
い
る
限
り
、
煩
悩
に
よ
る
所
縁
縛
と
相
応
縛
と
が
な
い
か
ら
煩
悩
の
増
加
す
る
こ
と
も
な
い

わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
無
漏
で
あ
る
滅
道
諦
を
有
漏
心
が
縁
じ
て
も
煩
悩
が
増
加
し
な
い
の
に
等
し
い
。
懷
感
は
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
太
陽
を
凝
視
し
た
場
合
、
眼
根
の
は
た
ら
き
が
著
し
く
失
わ
れ
る
と
い
う
譬
喩
に
よ
っ
て
、
三
界
繋
縛
の
煩
悩
が
増
加
し
な
い
か
ら
三

界
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
譬
喩
は
眼
根
が
太
陽
を
見
た
な
ら
ば
、
そ
の
光
の
作
用
を
受
け
て
目
が
く
ら
み
、
眼
根
と
眼
識
と
い

う
機
能
に
障
碍
を
与
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
譬
喩
は
日
常
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
譬
喩
で
あ
り
、
所
縁
が
能
縁
に
お
よ

ぼ
す
は
た
ら
き
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
唯
識
無
境
を
説
く
法
相
の
教
理
と
は
異
り
、
対
境
（
如
来
無
漏
土
）
の
は
た
ら
き
が
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
能
縁
（
凡
夫
自
心
）
の
否
定
に
伴
っ
て
所
縁
（
所
変
の
土
）
を
も
否
定
し
、
能
縁
・
所
縁
と
い
う
相
対
を
超

え
し
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
唯
識
教
学
の
勝
義
締
で
あ
る
境
識
倶
泯
の
立
場
に
近
い
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ

て
こ
れ
は
、
太
陽
を
如
来
無
漏
の
浄
土
に
た
と
え
、
眼
根
を
煩
悩
の
繋
縛
に
た
と
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
如
来
無
漏
の
淨
土
を
凝

視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
凝
視
す
る
と
い
う
執
着
が
損
な
わ
れ
、
煩
惱
の
繋
縛
か
ら
放
た
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
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こ
の
問
題
は
、如
来
無
漏
の
浄
土
と
の
関
係
で
あ
り
、如
来
無
漏
の
土
に
具
わ
る
力
用
に
は
、凡
夫
所
変
の
有
漏
土
に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
凡
夫
所
変
の
有
漏
土
を
清
浄
化
す
る
と
い
う
増
長
縁
的
な
作
用
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
お
い
て
無
漏
土
に
具
わ
る
力
用
に

よ
っ
て
、
凡
夫
の
浄
土
に
対
す
る
執
著
（
有
漏
心
）
が
そ
こ
な
わ
れ
、
繋
縛
か
ら
放
た
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
執
著
を
も
っ
て
執
著
が
遣

ら
れ
る
と
い
う
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の
よ
う
に
、
懷
感
が
凡
夫
所
変
の
浄
土
は
有
漏
土
で

あ
る
と
前
置
き
し
て
種
々
の
論
を
展
開
し
て
い
る
意
を
理
解
す
る
一
つ
の
糸
口
と
な
る
。
つ
ま
り
懷
感
の
三
界
不
摂
論
に
お
け
る
真
意
と

は
、
清
浄
な
る
浄
土
へ
の
強
い
執
著
＝
煩
悩
＝
有
漏
心
こ
そ
本
願
力
の
増
長
縁
を
う
け
る
前
提
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
煩

悩
具
足
の
凡
夫
・
有
漏
の
依
身
に
過
ぎ
な
い
凡
夫
が
阿
弥
陀
佛
の
無
漏
の
浄
土
に
往
生
す
る
道
は
、
自
身
に
具
わ
る
有
漏
心
執
著
心
を
置
い

て
な
い
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
煩
悩
＝
有
漏
心
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
思
想
の
背
景
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
曇

鸞
（
A
.D
四
七
六
-五
四
二
）
の
『
無
量
壽
經
論
註
』
巻
下
に
説
か
れ
る
見
生
往
生
の
譬
喩
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、

如
シ
二
冰
ノ
上
ニ
然
ク
ニ
レ
火
ヲ
火
猛
ト
キ
ハ
則
冰
解
ク
。
冰
解
ト
キ
ハ
則
火
滅
ス
ル
ガ
一
。
彼
ノ
下
品
ノ
人
雖
レ
不
ト
レ
知
ラ
二
法
性
無
生
ヲ
一
。
但
以
下

稱
ス
ル
二
佛
名
ヲ
一
力
ヲ
上
作
テ
二
往
生
ノ
意
ヲ
一
願
ズ
レ
バ
レ
生
ゼ
ン
ト
二
彼
ノ
土
ニ
一
。
彼
ノ
土
ハ
是
レ
無
生
ノ
界
ナ
レ
バ
見
生
ノ
之
火
自
然
ニ
而
滅
ス
。(5
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
氷
の
上
で
火
を
た
け
ば
、
火
が
は
げ
し
く
燃
え
れ
ば
燃
え
る
ほ
ど
氷
が
と
け
て
、
氷
が
と
け
れ
ば
水
に
な
っ
て
は
げ

し
く
燃
え
て
い
た
火
を
自
然
に
消
す
よ
う
に
、
下
品
の
人
は
法
性
無
生
の
悟
り
な
ど
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
が
、
た
だ
佛
名
を
口
で
称
え
る
力

に
よ
っ
て
往
生
し
よ
う
と
い
う
意
志
を
も
っ
て
、
彼
の
西
方
浄
土
へ
往
生
し
た
い
と
願
ず
れ
ば
、
彼
の
浄
土
は
無
生
の
悟
り
へ
の
世
界
で
あ

る
か
ら
、
見
生
の
火
は
自
然
に
消
え
る
も
の
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
氷
の
上
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
浄
土
に
す

べ
て
を
託
し
て
、
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
執
著
す
る
煩
悩
の
火
が
は
げ
し
く
燃
え
れ
ば
燃
え
る
ほ
ど
、
氷
が
と
け
て
そ
の
火
を
自
然
に
消
し

て
、
見
生
を
無
生
に
転
ず
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
考
え
方
は
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
お
い
て
、
有
漏
の
煩
悩
を
肯
定
し
、

そ
の
執
著
の
心
に
よ
っ
て
、
太
陽
（
如
来
の
無
漏
土
）
に
眼
を
凝
ら
せ
ば
、
か
え
っ
て
そ
の
光
の
作
用
に
よ
っ
て
眼
根
が
そ
こ
な
わ
れ
、
自
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然
に
執
着
の
心
が
清
浄
化
さ
れ
、
煩
悩
は
増
加
し
な
い
、
と
い
う
主
張
と
そ
の
表
現
こ
そ
異
る
が
同
じ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
懷
感
が

日
輪
に
よ
っ
て
眼
根
を
損
減
さ
れ
る
と
い
う
譬
喩
を
用
い
た
背
景
に
は
、
曇
鸞
以
来
の
中
国
浄
土
教
家
の
伝
統
的
な
浄
土
の
土
徳
に
対
す
る

考
え
方
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
回
は
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
於
い
て
、
浄
土
の
第
一
義
諦
俗
諦
二
諦
説
を
展
開
し
て
、
再
度
、
指
方
立
相
に
対
す
る
批
判
を
反

駁
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
論
理
の
思
想
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。
基
の
主
張
に
対
し
て
懷
感
は
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
於
い
て
第
一

義
諦
俗
諦
二
諦
説
を
展
開
し
て
反
論
を
展
開
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
割
愛
す
る
が
、
先
ず
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
於
い
て

以
空
空
等
又
言
菩
薩
云
何
觀
於
衆
生
維
摩
詰
言
如
第
五
大
第
六
陰
第
七
情
十
三
入
十
九
界
等
法
法
花
経
言
諸
法
從
本
來
常
自
寂
滅
相
般
若
經

言
如
來
説
莊
嚴
佛
土
者
即
非
莊
嚴
又
言
實
无
衆
生
得
滅
度
者(6
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、『
般
若
経
』
等
に
説
か
れ
る
空
の
思
想
を
基
に
し
た
、
因
縁
仮
和
合
で
あ
る
が
ゆ
え
に
不
変
の
存
在
を
否
定
す
る
第

一
義
諦
の
立
場
を
説
明
し
て
い
る
。
続
い
て
、

如
是
等
諸
大
乘
經
究
竟
了
教
咸
言
諸
法
空
寂
何
因
今
日
説
有
西
方
淨
土
爲
所
生
之
土
衆
生
爲
能
生
之
人
勸
人
著
相
起
行
依
不
了
義
經
此
乃
不

得
諸
佛
深
義
取
著
有
相
不
名
習
學
大
乘
法
也(7
)

「
す
で
に
示
し
た
よ
う
な
諸
大
乘
經
の
究
極
の
完
全
な
教
え
の
中
に
す
べ
て
諸
々
の
存
在
は
実
体
性
が
な
く
空
無
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
理
由
で
今
日
西
方
に
極
樂
淨
土
が
有
る
と
説
い
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
国
土
と
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
生
ま
れ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
人
と
し
て
、
人
に
極
楽
往
生
を
勧
め
て
外
に
現
わ
れ
て
い
る
姿
に
執
著
し
て
修
行
を
な
し
て
不
完
全
な
經
典
に
帰
依

さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
い
う
な
ら
ば
、
諸
佛
の
深
い
道
理
を
理
解
せ
ず
、
現
象
の
す
が
た
に
執
着
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
乘

仏
教
の
教
義
を
学
習
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
第
一
義
諦
の
究
極
の
空
思
想
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
浄

土
教
は
現
象
の
姿
に
執
着
す
る
不
完
全
な
教
え
で
は
な
い
の
か
。
と
い
う
問
い
を
発
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
指
方
立
相
浄
土
批
判
に
対
す
る
二
方
向
の
反
駁
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釋
曰
如
向
所
説
大
乘
空
義
究
竟
了
教
深
生
敬
信
不
敢
誹
謗
究
竟
出
離
二
種
生
死
斷
人
法
執
證
大
涅
槃
唯
此
一
門
更
无
二
路
小
行
菩
薩
二
乘
凡

夫
修
菩
薩
行
欲
求
佛
果
未
證
无
生
法
忍
不
免
退
轉
輪
廻
非
无
種
種
法
門
句
義
依
之
修
學
修
求
出
世
如
何
所
引
諸
大
乘
經
説
畢
竟
空
破
人
法
相

唯
此
等
教
是
眞
佛
説(8
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
究
極
の
第
一
義
諦
の
み
が
佛
説
で
あ
ろ
う
か
。
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
そ
し
て
、

今
觀
經
等
所
説
西
方
淨
佛
國
土
勸
諸
衆
生
往
生
其
國
此
亦
是
於
眞
佛
言
教
既
倶
佛
説
並
爲
眞
語
何
爲
將
彼
空
經
難
斯
淨
教
信
彼
謗
此
豈
成
理

也
然
佛
説
法
不
離
二
諦
一
俗
諦
二
第
一
義
諦
俗
諦
是
因
縁
生
法
依
他
起
性
非
有
似
有
第
一
義
諦
是
无
相
眞
法
圓
成
實
性
諸
聖
内
證
妙
有
眞
有

然
其
二
諦
非
一
非
異
以
眞
統
俗
无
俗
不
眞
即
一
切
諸
法
皆
歸
寂
滅
若
不
以
眞
攝
俗
即
一
切
諸
法
縁
會
故
有
縁
離
故
无
万
法
宛
然
不
可
言
无

也(9
)「

今
『
觀
無
量
壽
經
』(10)等
に
説
く
と
こ
ろ
の
、
西
方
の
極
楽
浄
土
に
諸
の
衆
生
よ
、
そ
の
極
楽
浄
土
に
往
き
生
ま
れ
よ
と
勧
め
る
こ
と
、
こ

れ
も
ま
た
真
実
の
仏
の
言
語
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
教
え
で
あ
る
。
す
で
に
（
前
述
の
大
乗
教
と
）
と
も
に
佛
説
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
仏
の
真

実
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
前
述
の
空
を
説
く
あ
の
大
乗
教
を
と
っ
て
、
こ
の
淨
土
教
の
非
を
責
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

い
や
で
き
な
い
。
あ
の
大
乗
教
を
信
じ
、
こ
の
淨
土
教
を
そ
し
る
な
ら
ば
ど
う
し
て
道
理
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
い
や
で
き
な

い
。
し
か
し
佛
の
説
法
は
二
つ
の
真
理
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
一
に
は
世
俗
の
立
場
で
の
真
理
で
あ
り
、
二
に
は
す
ぐ
れ
た
さ
と
り
の
智

慧
を
極
め
た
境
地
で
あ
る
。
世
俗
の
立
場
で
の
真
理
は
、
本
来
実
有
の
も
の
で
な
く
み
な
因
と
縁
と
で
結
び
合
わ
さ
れ
て
、
仮
に
生
じ
て
い

る
の
存
在
で
あ
り
、
因
縁
和
合
に
よ
っ
て
生
じ
、
因
縁
が
無
く
な
れ
ば
滅
す
る
も
の
で
あ
る
。
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
存
在
に

似
て
い
る
。
究
極
の
真
理
は
形
や
姿
を
持
た
な
い
真
理
で
あ
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
真
実
の
本
性
で
あ
る
。
諸
の
無
漏
の
智
慧
を
起

こ
し
た
聖
者
の
内
面
的
な
さ
と
り
、
絶
対
の
有
で
あ
り
真
実
の
有
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
（
真
・
俗
）
二
つ
の
真
理
は
一
つ
で
も
な
く
異
な
っ

て
も
い
な
い
。
究
極
の
真
理
に
よ
っ
て
世
俗
の
真
理
を
ひ
と
す
じ
に
ま
と
め
る
と
、世
俗
の
真
理
と
し
て
究
極
の
真
理
で
な
い
も
の
は
な
い
。
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と
り
も
な
お
さ
ず
す
べ
て
の
諸
の
存
在
は
皆
な
寂
静
に
帰
し
て
、
一
切
の
相
を
離
れ
る
。
仮
に
究
極
の
真
理
に
よ
っ
て
世
俗
の
真
理
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
と
り
も
な
お
さ
ず
す
べ
て
の
諸
の
存
在
は
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
が
出
会
う
が
故
に
存
在
す
る
し
、
あ
ら
ゆ
る
条
件

が
離
れ
る
が
故
に
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
存
在
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
何
も
な
い
と
言
っ
て
は
な

ら
な
い
。」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
因
縁
仮
和
合
の
世
俗
の
立
場
の
真
理
を
認
め
な
け
れ
ば
、
世
間
の
現
象
界
が
成
り
立
た
な
い
。
第
一
義
諦

と
世
俗
諦
と
の
関
係
は
不
一
不
異
の
も
の
で
あ
る
。
と
答
え
続
い
て
、

佛
或
破
衆
生
相
令
歸
无
相
欲
除
人
法
二
執
見
修
兩
惑
偏
明
第
一
義
諦
説
一
切
皆
空
欲
令
衆
生
捨
凡
成
聖
斷
惡
修
善
欲
求
淨
土
厭
離
穢
土
具
説

種
種
法
門
因
果
差
別
凡
聖
兩
位
淨
穢
二
土(11
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
佛
は
、
人
法
二
執
、
見
惑
修
惑
を
除
か
ん
が
為
に
第
一
義
諦
一
切
皆
空
を
説
き
、
凡
夫
衆
生
を
す
べ
て
引
接
し
た

い
と
す
る
と
き
は
、
差
別
的
な
種
々
の
俗
諦
を
説
い
た
。
と
説
明
を
続
け
る
。

今
遣
捨
穢
歸
淨
隔
凡
成
聖
即
於
此
門
中
説
種
種
諸
法
皆
爲
成
就
佛
法
利
益
衆
生
化
宜
方
便
逗
機
善
巧
理
宜
如
此
故
教
有
二
門
也
不
可
讀
第
一

義
諦
之
經
畢
竟
无
相
之
理
即
謂
淨
土
因
果
等
教
將
非
是
佛
眞
言
不
爲
究
竟
之
説
便
謗
而
不
信
也(12
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
第
一
義
諦
の
み
を
信
じ
て
、
淨
土
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
教
は
、
佛
の
真
実
の
こ
と
ば
で
は
な
い

と
言
っ
て
、
軽
視
し
て
信
じ
な
い
と
い
う
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
示
し
、
ま
た

不
可
讀
種
種
因
果
差
別
言
教
不
信
説
一
切
空
寂
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
无
相
玄
宗
便
毀
而
不
持
也(13
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
逆
に
世
俗
の
差
別
諦
で
あ
る
淨
土
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
を
信
じ
て
、
第
一
義
諦
の
空
の
思
想
を
軽

視
し
て
信
じ
な
い
と
い
う
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
示
す
。

此
即
於
諸
大
乘
經
三
藏
聖
教
有
讚
有
毀
懷
疑
懷
信
亦
修
善
法
亦
造
重
罪
信
不
具
足
名
一
闡
提
如
十
輪
經
具
明
其
罪
可
須
倶
生
敬
信
善
會
二
宗

旨
趣
也(14
)

『
釋
淨
土
群
疑
論
』
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お
け
る
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方
立
相
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と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
両
者
と
も
互
い
に
敬
い
信
ず
る
心
を
起
こ
し
て
よ
く
第
一
義
諦
と
因
果
差
別
の
二
つ
の
宗
の
考
え
方
を
統
合
す
べ

き
で
あ
る
。
と
示
す
。

又
言
雖
知
諸
佛
國
及
與
衆
生
空
而
常
修
淨
土
教
化
於
羣
生
上
兩
句
第
一
義
諦
下
兩
句
世
諦
大
品
經
等
説
内
外
空
等
第
一
義
諦
也
而
言
淨
佛
國

土
教
化
衆
生
世
諦
也(15
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、『
維
摩
經
』
に
説
く
「
諸
佛
の
國
及
び
衆
生
と
空
で
あ
る
」
と
い
う
第
一
義
諦
と
「
常
に
淨
土
に
往
生
す
る
た
め
の

行
を
修
行
し
て
人
び
と
を
教
え
導
く
」
と
い
う
世
俗
諦
と
が
一
体
で
あ
る
。

如
是
等
衆
多
大
乘
言
教
皆
説
畢
竟
空
寂
法
門
即
言
淨
佛
國
土
教
化
衆
生
子
須
具
讀
經
文
上
下
參
綜
自
相
和
會
除
其
信
謗
之
心
爲
人
宣
説
勿
有

讚
毀
之
語
此
即
自
利
利
他
同
得
離
苦
解
脱
而
乃
披
尋
聖
教
文
義
不
同
自
信
不
具
毀
陷
其
身
令
他
聽
徒
成
闡
提
業
自
損
損
他
也(16
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
第
一
義
諦
と
世
俗
諦
の
調
和
こ
そ
が
大
乗
菩
薩
道
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
と
説
く
。

上
記
の
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
の
第
一
義
諦
と
世
俗
諦
と
の
調
和
を
述
べ
る
そ
の
背
景
に
つ
い
て
曇
鸞
の
『
無
量
壽
經
論
註
』
に
説
か
れ
る

法
性
法
身
、
方
便
法
身
に
着
目
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。

入
第
一
義
諦
者
彼
無
量
寿
仏
国
土
荘
厳
第
一
義
諦
妙
境
界
相
十
六
句
及
一
句
次
第
説
応
知
第
一
義
諦
者
仏
因
縁
法
也
此
諦
是
境
義
是
故
荘
厳

等
十
六
句
称
為
妙
境
界
相
此
義
至
入
一
法
句
文
当
更
解
釈(17
)

入
第
一
義
諦
（
さ
と
り
の
智
慧
を
極
め
た
境
地
に
入
る
）
と
は
、
彼
の
無
量
寿
仏
の
国
土
の
厳
か
に
飾
ら
れ
た
模
様
は
、
さ
と
り
の
智
慧

を
極
め
た
境
地
（
清
浄
功
徳
）
の
見
事
な
美
し
い
対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
十
六
の
意
味
を
表
し
う
る
文
章
と
及
び
（
究
極
の
）

一
つ
の
意
味
を
表
し
う
る
文
章
と
順
序
を
も
っ
て
説
く
。
当
然
知
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
第
一
義
諦
と
は
仏
の
説
く
縁
起
の
理
法
で

あ
る
。
こ
こ
で
い
う
諦
と
は
対
象
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
厳
か
に
飾
ら
れ
た
模
様
等
の
十
六
の
意
味
を
表
し
う
る
文
章
を
称
し

て
見
事
な
美
し
い
対
象
の
形
と
す
る
。
こ
の
道
理
は
、
入
一
法
句
（
の
文
の
説
明
）
に
至
っ
て
当
然
更
に
解
釈
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
説
か
れ
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る
よ
う
に
、
無
量
寿
仏
の
国
土
の
荘
厳
に
於
い
て
、
第
一
義
諦
と
い
う
姿
を
も
た
な
い
真
理
と
、
妙
境
界
相
と
い
う
姿
を
有
し
た
相
反
す
る

二
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、『
無
量
壽
經
論
註
』
巻
下
に
お
い
て
、

略
説
入
一
法
句
故
上
国
土
荘
厳
十
七
句
如
来
荘
厳
八
句
菩
薩
荘
厳
四
句
為
広
入
一
法
句
為
略
何
故
示
現
広
略
相
入
諸
仏
菩
薩
有
二
種
法
身
一

者
法
性
法
身
二
者
方
便
法
身
由
法
性
法
身
生
方
便
法
身
由
方
便
法
身
出
法
性
法
身
此
二
法
身
異
而
不
可
分
一
而
不
可
同
是
故
広
略
相
入
統
以

法
名
菩
薩
若
不
知
広
略
相
入
則
不
能
自
利
利
他(18
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
第
一
義
諦
で
あ
り
姿
を
有
さ
な
い
一
法
句
を
略
と
し
、
具
体
的
な
姿
を
有
す
る
二
十
九
種
の
荘
厳
を
広
と
表
し
て
、

広
と
略
と
の
互
い
に
相
い
入
る
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
、
二
種
法
身
と
し
て
、
法
性
法
身
（
第
一
義
諦
・
一
法
句
）
と
方
便
法
身
（
二
十
九

種
荘
厳
）
と
を
あ
げ
て
、
二
者
の
広
略
相
入
を
示
し
て
い
る
。

続
い
て
、『
無
量
壽
經
論
註
』
巻
下
に
お
い
て
、

一
法
句
者
謂
清
浄
句
清
浄
句
者
謂
真
実
智
慧
無
為
法
身
故
此
三
句
展
転
相
入
依
何
義
名
之
為
法
以
清
浄
故
依
何
義
名
為
清
浄
以
真
実
智
慧
無

為
法
身
故
真
実
智
慧
者
実
相
智
慧
也
実
相
無
相
故
真
智
無
知
也
無
為
法
身
者
法
性
身
也
法
性
寂
滅
故
法
身
無
相
也
無
相
故
能
無
不
相
是
故
相

好
荘
厳
即
法
身
也
無
知
故
能
無
不
知
是
故
一
切
種
智
即
真
実
智
慧
也
以
真
実
而
目
智
慧
明
智
慧
非
作
非
非
作
也
以
無
為
而
標
法
身
明
法
身
非

色
非
非
色
也
非
于
非
者
豈
非
非
之
能
是
乎
蓋
無
非
之
曰
是
也
自
是
無
待
復
非
是
也
非
是
非
非
百
非
之
所
不
喩
是
故
言
清
浄
句
清
浄
句
者
謂
真

実
智
慧
無
為
法
身
也(19
)

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
即
非
の
論
理
に
よ
っ
て
、「
真
智
は
無
知
」「
無
相
な
る
が
故
に
能
く
相
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
」「
相
好
荘
厳
は
即
ち

法
身
な
り
」「
無
知
な
る
が
故
に
能
く
知
ら
ざ
る
こ
と
な
し
」「
智
慧
の
作
に
非
ず
、
非
作
に
非
ざ
る
こ
と
」「
法
身
の
色
に
非
ず
非
色
に
非
ざ

る
こ
と
」
な
ど
の
言
い
回
し
に
よ
っ
て
、
百
非
の
否
定
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
真
理
を
清
浄
句
と
い
う
肯
定
的
な
表
現
に
よ
っ
て
表
し
て
い

『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
指
方
立
相
浄
土
批
判
に
対
す
る
二
方
向
の
反
駁

七
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る
。
つ
ま
り
、
極
楽
浄
土
の
清
浄
な
る
具
体
的
な
相
を
有
す
る
荘
厳
が
、
そ
の
ま
ま
、
第
一
義
諦
で
あ
り
相
を
有
す
る
こ
と
の
な
い
真
実
無

為
法
身
で
あ
る
と
導
い
て
い
る
。

以
上
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
お
い
て
、
第
一
義
諦
と
世
俗
諦
と
の
調
和
を
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
の
浄
土
教
の
哲
学
的
原
理
の
原
点
を
『
無

量
壽
經
論
註
』
の
中
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
に
お
い
て
、
基
が
展
開
し
た
指
方
立
相
批
判
は
、
一
つ
は
、
凡
夫

の
顕
現
す
る
淨
土
の
三
界
不
摂
論
に
於
い
て
反
駁
し
、
二
つ
に
は
、
懷
感
の
第
一
義
諦
と
世
俗
諦
と
の
調
和
と
い
う
論
法
に
於
い
て
反
駁
し

て
い
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
論
理
は
、
奇
し
く
も
ど
ち
ら
も
曇
鸞
の
『
無
量
壽
經
論
註
』
に
展
開
さ
れ
た
、
見
生
往
生
の
譬
喩
で
あ
り
、
法

性
法
身
、
方
便
法
身
の
論
で
あ
っ
た
。
中
国
浄
土
教
の
哲
学
的
骨
格
を
形
成
す
る
曇
鸞
の
『
無
量
壽
經
論
註
』
は
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
お

い
て
も
そ
の
思
想
的
背
景
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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